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利用者・保護者・職員の念願だった、主に身体障害者対象の“全室個室”の障害者支援施設「ひの

きの杜」と通所事業所「はまなす」が入る“ひのきの杜新館”がいよいよ８月上旬に完成します。

コロナ禍も踏まえた内覧会（8月下旬予定）が決定しましたら、ホームページ等でお知らせいたします

ので、お気軽にお越しください。

ひのきの杜共生・ひのきの杜・けやきの家がある「栃木市岩舟町曲ケ島エリア」では、親なき後の

安心に向けて、再編整備を進めています。第１弾が、今回のひのきの杜及びけやきの家（身障部門）

の新築移転・はまなす新設です【身障部門強化】。次に、けやきの家（知的部門）にすぎのこ（農福

部門）が合流し、現けやきの家２棟を全面的に使用する計画です【知的通所部門強化】。最後に、本

館（現在は１階：ひのきの杜、２階：ひのきの杜共生）の大規模改修を行い、曲ケ島エリアの管理部

門と全室個室のひのきの杜共生とする【知的入所部門強化】大きなプロジェクトです。

このプロジェクトを通して、栃木市内のあらゆる事業所と連携して、重度の障害を持った方々でも、

幼少期から高齢期に至るまで、安全に安心して生きがいを持ってこの街で暮らせるサポート体制を完

成させたいと考えています。すぎのこ会が５０年前から利用者・保護者の皆さんと目指してきた「一

貫した福祉を保障する施設」としての「トータルサポート（地域包括支援）システム」の一環です。

夢の実現に向けて、物故となられた方を含めて、ともに歩んできた多くの仲間・支援者がいました。

お一人おひとりの“想い”を思い出し、語り継いでいきます。新ひのきの杜建設のコンセプトは「み

んなの想いをつなぐ：親なき後も安心の住みたくなる施設、通いたくなる施設」でした。

想いのこもった施設は間もなく完成です。 ひのきの杜総合施設長 岩崎 好宏
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『 本会が進めてきた事業の継続 』

《 理事長 岩崎 俊雄 》

本年は、評議員・役員等の改選期に当たり、例年の事業報告、決算承認等のための理事会のほか評

議員選任のための評議員選任・解任委員会、役員選任等のための評議員会そして理事長・常務理事選任

等のための理事会等、コロナ禍にある中で矢継ぎ早に会議を開催しました。

役員等の人事については、理事長、常務理事の執行体制は現行どおりとする議案が承認される一方

高久祐一理事が内規により辞任し、後進の諸岡泰氏に道を譲ることになりました。髙久理事には平成３

年から長期間にわたってご協力いただき、本会発展のために寄与されました。改めて、心よりお礼を申

し上げるとともに、今後は相談役として、高所からのご指導をお願いする次第です。

相前後して、某会社のオーナーから寄付の申し出のお電話を頂いたので、妻である統括会計責任者

と会社を訪問しました。世間話の後、オーナーは封筒を差し出し、「わずかだけれど何かの足しに使っ

てほしい。名前は出さないでくれ」と言われました。必要書類の寄附申込書に記載された金額を見て驚

きました。利害関係のない第三者からの寄付金としては、これまでに例のない最高の金額が記載されて

いました。封筒に入っていたのは小切手だったのです。続けて「理事長に寄付するのであれば惜しくは

ない。本当に困った時は言ってくれ」の言葉に絶句、そして涙です。

そんな中にあって、月間福祉の特集記事で、今年が『国際障害者年』から40年であることに気づか

されました。昭和56年は第二の入所施設である「あすなろ園」の建設を実現すべく、関係方面へ働き

掛けていた年でした。計画実現のためには、物理的なバリアは勿論のことながら、心のバリアの解消が

課題であると考え、『福祉の心を育てよう』をテーマに、学校教育・社会教育等の現場に出向き講演活

動を展開しました。このような活動が認められたこともあり、計画が実現できることになりました。人

口２万人足らずの岩舟町で、２カ所目の知的障害者入所施設整備が認められたのが、40年前でした。

これまで多くの皆様がすぎのこ会を支え、応援してくれました。すぎのこ会が歩んできた道は間違

ってはいない、そう信じています。今後、更なるトータルサポートシステム構築のため、これまで進め

てきた事業を継続することが、再任された私に与えられた使命であり、実現に向けて万全を期す所存で

おりますので、皆様のこれまで同様のご指導、ご支援を賜りますよう、心よりお願いいたします。
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もくせいの里放課後等デイの活動のひとつ、
地域清掃です。長年先輩から受け継がれ、ぶ
どう団地周辺の地域の清掃を行っています。
友達や先輩後輩、職員との会話を楽しみなが
ら皆進んで清掃を行ってくれているため、い
つも綺麗な道を散歩することができています。
また、梅雨の時期には壁画制作を行い部屋に
彩りを加えています。 総括主任：梅澤要一

栃木市より委託を受けて、４月から｢子
どもの居場所事業｣が始まりました。

養育支援が必要な児童生徒に、安心して
過ごせる環境の中で、他者との関わりや適
切な遊び、食事や入浴の機会、学習支援な
どを提供しています。食材等の寄付や学習
支援ボランティアなど、事業運営へのご協
力をよろしくお願いします。

合同運動会の代替イベントとして「ミニ運
動会」を開催しました。競技は「玉入れ」
「借り物競争」「パン食い競争」の３種目。
紅白対抗で、白熱した戦いが繰り広げられま
した。一番盛り上がったのは…やっぱり「パ
ン食い競争」♪笑顔いっぱいのイベントにな
りました。 支援主事：中川大

普段は地域の方々のご協力を得て岩舟地
域を中心にアルミ缶の回収を行い、缶潰し
作業。また天気の良い日には新ひのきの杜
の建設を横目に散歩に出掛けています。

5月末には快晴の中
ミニ運動会を開催！大
いに楽しんだのち、美
味しいお弁当を頂きま
した♪次は流しそうめ
んに夏祭り・・楽しみ
はまだまだ続きます♪
支援主任：針谷清史

みずほの家は作業内容を見直し、現在「リネ
ン作業」を拡大中です！作業の丁寧さと正確さ
が私たちの強み！利用者の皆さんと職員、毎日
笑顔で元気に頑張っています。これからもたく
さんの仕事をこなしていきます!(^^)!

事務主任：新村智与子


